
涌 監 第 ３ ２ 号

平成２９年８月３１日

涌谷町長 大 橋 信 夫 殿

涌谷町監査委員 遠 藤 要之助

同 後 藤 洋 一

平成２８年度涌谷町水道事業会計、涌谷町国民健康保険病院事業

会計、涌谷町老人保健施設事業会計及び涌谷町訪問看護ステー

ション事業会計に係る決算審査報告書

地方公営企業法第３０条第２項の規定により、審査に付された平成２８年度

涌谷町水道事業会計決算、平成２８年度涌谷町国民健康保険病院事業会計決算、

平成２８年度涌谷町老人保健施設事業会計決算及び平成２８年度涌谷町訪問看

護ステーション事業会計決算の証書類、報告書、損益計算書、剰余金計算書、

剰余金処分計算書、欠損金処分計算書及び貸借対照表を審査したので、次のと

おり意見を付して提出します。
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１ 審査の対象

（１）平成２８年度 涌谷町水道事業会計決算

（２）平成２８年度 涌谷町国民健康保険病院事業会計決算

（３）平成２８年度 涌谷町老人保健施設事業会計決算

（４）平成２８年度 涌谷町訪問看護ステーション事業会計決算

２ 審査の期間

平成２９年６月６日（火）、７日（水）、８日（木）

実質審査期間 ３日間

３ 審査の手続

平成２９年６月２日、審査に付された平成２８年度決算書類及び事業並び

に経営状況が適正であるかどうかを審査するため、事業実施状況、財政関係

諸帳票、証拠書類等を精査し、必要と思われる諸資料を提出させ、責任者よ

り聴取するとともに、町の監査基準に基づき、下記の点に重点を置き、通常

行われる審査手続きで実施した。

４ 審査の重点事項

（１）水道事業会計

ア 給水状況

イ 工事の概要

ウ 収支の状況

（２）国民健康保険病院事業会計

ア 患者数の動向

イ 収益的収入及び支出

ウ 資本的収入及び支出

エ 従事職員体制

オ 補助金、負担金

カ 棚卸し状況

キ 備品（医療機器等）の管理状況

（３）老人保健施設事業会計

ア 利用者の動向

イ 収益的収入及び支出

ウ 資本的収入及び支出

エ 従事職員体制

（４）訪問看護ステーション事業会計

ア 利用者の動向

イ 収益的収入及び支出

ウ 従事職員体制
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５ 審査の結果

（１）水道事業会計

ア 給水状況

年度末における給水人口は、１６，２２０人（前年度比１８２人減、

１．１％減）で、給水戸数は５，９９４戸（前年度比１７戸増、０．３％

増）、年間配水量については、１，５７３，４４０㎥（前年度比２１，５

２２㎥減、１．３％減）となり、年間有収水量については、１，３３２，

６３６㎥（前年度比１７，６８８㎥減、１．３％減）であったが、有収

率は、前年度と同率の８４．７％となった。

当年度の１㎥当たりの供給単価は、２８９円７０銭（前年度比２２銭

減）で、１㎥当たりの給水原価は、２８３円０９銭（前年度比１円９１

銭減）となり、供給単価との差額は、６円６１銭の黒字供給であった。

○業務量

○水道単価及び有収率の推移

増減率（％）

行 政 区 域 内 人 口 17,113 人 16,908 人 16,728 人 △ 180 人 △ 1.1

年 度 末 給 水 人 口 16,585 人 16,402 人 16,220 人 △ 182 人 △ 1.1

年 度 末 給 水 戸 数 5,936 戸 5,977 戸 5,994 戸 17 戸 0.3

年 間 配 水 量 1,585,544 ㎥　 1,594,962 ㎥　 1,573,440 ㎥　 △ 21,522 ㎥ △ 1.3

年 間 有 収 水 量 1,344,333 ㎥　 1,350,324 ㎥　 1,332,636 ㎥　 △ 17,688 ㎥ △ 1.3

有 収 率 84.8 ％ 84.7 ％ 84.7 ％ 0.0 ﾎﾟｲﾝﾄ －

１ 日 平 均 配 水 量 4,344 ㎥　 4,358 ㎥　 4,311 ㎥　 △ 47 ㎥ △ 1.1

１日平均有収水量 3,683 ㎥　 3,689 ㎥　 3,651 ㎥　 △ 38 ㎥ △ 1.0

１ 日 最 大 配 水 量 5,322 ㎥　 5,471 ㎥　 5,283 ㎥　 △ 188 ㎥ △ 3.4

新 設 給 水 工 事 204 件 40 件 56 件 16 件 40.0

　　　　　　年度
項目

平成26年度 平成27年度 平成28年度
比　　　　較

増　　減

（１㎥当たり）

１ 供 給 単 価 288円99銭 289円92銭 289円70銭   △　　22銭

２ 給 水 原 価 295円01銭 285円00銭 283円09銭 △ 1円91銭

３ １－２ = 差額 △6円02銭 4円92銭 6円61銭 －

４ 有　収　率 84.8% 84.7% 84.7% 0.0ﾎﾟｲﾝﾄ

　　　　　年度
　項目

平成26年度 平成27年度 平成28年度 前年度との比較
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イ 工事の概要

・老朽管更新工事の実施

平成２５年度から継続実施されている老朽管更新工事は、当年度に

おいて新町地内の延長７０４．２ｍを実施した。

・その他工事の整備

黄金山地内、北田地内、古清水地内、笠石山地内、八方谷二地内、

菅の沢地内の配水管及び送水管の布設工事、福沢地内において濾材等

の交換工事を実施した。

ウ 収支の状況

平成２８年度の事業収益は、営業収益３９８，６７６千円（前年度比

５，００４千円減、１．２％減）、営業外収益２５，０７１千円（前年度

比２０２千円増、０．８％増）、特別利益２５０千円（皆増）の計４２３，

９９７千円（営業収益の減少により、前年度比４，５５２千円減、１．

１％減）であった。なお、給水収益は、３８６，０７０千円で、水道事

業収益の９１．１％（前年度９１．４％）を占めた。

費用においては、営業費用３６８，８９８千円、営業外費用１３，８

７２千円、特別損失１５５千円で計３８２，９２５千円（前年度比７，

４９８千円減、１．９％減）であった。

このうち、受託工事費及び特別損失を除く総括費用は３７７，２５０

千円（前年度比７，５９３千円減、２．０％減）であった。

当年度の純利益は、４１，０７２千円の計上となり、前年度に比べて

２，９４６千円の増であった。

資本的収支においては、収入は４８，０５０千円（うち仮受消費税２

０２千円）、支出については１４３，１２９千円（うち仮払消費税７，９

２６千円）で、収支不足額９５，０７９千円は、当年度分消費税及び地

方消費税資本的収支調整額７，７２４千円、減債積立金３４，７０３千

円、過年度分損益勘定留保資金１８，０２２千円、当年度分損益勘定留

保資金３４，６３０千円で補てんした。

なお、経営収支の状況、経営分析等は、次のとおりである。

供給単価　＝ 386,070,394円 ＝ 289円70銭

1,332,636ｍ3

給水原価　＝ 377,249,925円 ＝ 283円09銭

1,332,636ｍ3

給　水　収　益

有　収　水　量

総費用－受託工事費－特別損失

有　収　水　量
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○事業収入に関する事項

○事業費に関する事項

○経営成績の状況

増　　減 増減率（％）

営 業 収 益 403,679,715 398,676,120 △ 5,003,595 △ 1.2

営 業 外 収 益 24,869,310 25,071,384 202,074 0.8

特 別 利 益 0 249,574 249,574 皆増

収 益 合 計 428,549,025 423,997,078 △ 4,551,947 △ 1.1

う ち 給 水 収 益 391,480,963 386,070,394 △ 5,410,569 △ 1.4

（単位：円）
　　　　　　年度
項目

平成27年度 平成28年度
比　　　　　較

増　　減 増減率（％）

営 業 費 用 375,858,288 368,898,391 △ 6,959,897 △ 1.9

営 業 外 費 用 14,564,563 13,871,534 △ 693,029 △ 4.8

特 別 損 失 0 154,576 154,576 皆増

費 用 合 計 390,422,851 382,924,501 △ 7,498,350 △ 1.9

う ち 総 括 費 用 384,842,851 377,249,925 △ 7,592,926 △ 2.0

当　年　度　損　益 38,126,174 41,072,577 2,946,403 7.7

（単位：円）
　　　　　　年度
項目

平成27年度 平成28年度
比　　　　　較

現年度収入額(398,222千円)

 給水収益(調定額）（416,956千円)
○収 納 率　＝ ×100＝ 95.5%

（現年度収入額及び給水収益は税込額）

同 規 模

団体指標

総収益

総費用

（単位：％）

　　　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

平成26年度 平成27年度 平成28年度

総収支
比　率

×100 108.4 109.8 110.7 108.1 

経常収
支比率

営業収益＋営業外収益
×100 105.8 109.8 110.7 107.2 

営業費用＋営業外費用

営業収
支比率

営業収益－受託工事収益
×100 103.6 107.4 108.1 95.6 

営業費用－受託工事費

※同規模団体指標の数値は、平成27年度水道事業経営指標による全国の平均値

（給水人口１．５万人以上３万人未満）
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○支払利息の状況

○企業債の状況

○年度毎企業債償還金の状況

＊平成２９年度以降は見込み

○財務分析

（単位：千円）

総　　費　　用（Ａ） 402,384 390,423 382,925 

支　払　利　息（Ｂ） 14,843 14,565 13,872 

（Ｂ）÷（Ａ）×１００ 3.7% 3.7% 3.6%

　　　　　　　　年　度
　項　目

平成26年度 平成27年度 平成28年度

（単位：％）

企業債償還元金

給 水 収 益

企 業 債 利 息

給 水 収 益

企業債元金利息

給 水 収 益

　　　　　　　　  年　度
 項　目 平成26年度 平成27年度 平成28年度

同規模
団体指標

×１００ 8.0 8.0 9.0 16.7 

×１００ 3.8 3.7 3.6 5.3 

×１００ 11.8 11.7 12.6 22.0 

（単位：千円）

元　　金 32,718 34,703 37,488 39,463 40,722 43,003

利　　息 14,565 13,872 13,264 12,388 11,488 10,581

計 47,283 48,575 50,752 51,851 52,210 53,584

　　 　年度
項目

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

同 規 模

団体指標

自 己 資 本 自 己 資 本 金 ＋ 剰 余 金 ＋ 繰 延 収 益

構 成 比 率 負 債 資 本 合 計

固 定 資 産 対 固 定 資 産

長期資本比率 資本金＋剰余金＋固定負債＋繰延収益

流 動 資 産

流 動 負 債

（単位：％）

　　　　　　　　　　　　　　　年 度
項 目

平成26年度 平成27年度 平成28年度

×100 71.7 72.2 72.2 72.8 

×100 90.0 89.9 89.4 86.3 

流 動 比 率 ×100 489.7 484.7 447.5 455.2 
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（意 見）

平成２８年度の事業実績は、前年度対比で、年間総配水量が２１，５２２

㎥、率にして１．３％減、年間有収水量が１７，６８８㎥、率で１．３％減

となった。また、給水人口が１８２人減少したが、給水戸数が１７戸増加し

ている。

総収益は４２３，９９７千円で、前年度より４，５５２千円、率にして１．

１％減少している。総費用は３８２，９２５千円で、前年度より７，４９８

千円、率にして１．９％減少している。有収率は８４．７％で前年度と同率

であり、結果、本年度は給水人口、収益、費用ともに減少したが、４１，０

７２千円の純利益を生じ、黒字計上となった。

気づいた点を以下に述べる。

① 会計は健全性を保っている。

② 水道料金の実質未収金は３０，８６６千円である。昨年度より２，１

８６千円の減少であるので、今後も未収金回収には努力を期待する。

③ 老朽管更新が進んだにも関わらず、有収率が８４．７％で前年同率に

終わったことは大変残念である。今後は老朽施設の更新とともに、有収

率９０％以上を目指して努力を望む。

④ 福沢の井水による自己水源施設について、大崎広域水道の災害や事故

による受水不能時に応急的対応ができる貴重な施設であるので、施設維

持のための努力を今後とも望む。

⑤ 簡易水道について、現在町内には４組合が登録認可されているが、そ

れぞれに設立は昭和３０年代前半であり、６０年ほど経過し施設の老朽

化が予想されるので、今後施設の更新や上水道への編入が想定される。

このことは大きな政治課題でもあり、会計としても大きな課題でもある

ので今後の検討課題とすべきである。
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（２）国民健康保険病院事業会計

○総括事項

本年度当初において、業務予定量を入院患者１日平均１０５人（前年

度比２人増）、外来患者１日平均２７０人（前年度比１０人増）とし、入

院３６５日、外来２４３日、救急外来３６５日の診療を予定した。

診療体制においては内科・外科・泌尿器科・整形外科・眼科について

は毎日診療し、皮膚科・東洋医学外来については週２日、神経内科・物

忘れ外来については週１回、婦人科については月１回、心の外来を５月

から週１回の診療を実施し、訪問診察についても２４３日、４８３件の

診察を行った。

また、休日当番については、一次の診療を６回、二次の病院群輪番制

の内科・外科を合わせ５回担当し、地域医療の確保に努めた。

ア 患者数の動向

○年間患者数・病床稼働率

上表のとおり、入院患者数は、年間延べ３５，６１４人（前年度比延

べ３，１１８人増、９．６％増）で、１日平均９７．５人となり業務予

定量を７．５人下回る実績となった。

一方、外来患者数においても、年間延べ５３，５９０人（前年度比延

べ５，４８７人減、９．３％減）で、１日平均２２０．５人となり、業

務予定量を４９．５人下回る実績となった。

また、救急外来で取り扱った患者数は延べ１，６１１人（前年度比延

べ２３４人減、１２．７％減）となった。

　　

35,614 20,204 56.7 

32,496 19,151 58.9 

増　減 3,118 1,053

増減率 9.6 5.5

53,590 40,137 74.9 

59,077 44,205 74.8 

増　減 △ 5,487 △ 4,068

増減率 △ 9.3 △ 9.2

89,204 60,341 67.6 

91,573 63,356 69.2 

増　減 △ 2,369 △ 3,015

増減率 △ 2.6 △ 4.8

（単位：人、％）

　　　　　　　　　　年度
項目

年間患者数 町内患者数
町内患者の
占める割合

入院

平成２８年度

平成２７年度

比　較

外来

平成２８年度

平成２７年度

比　較

合計

平成２８年度

平成２７年度

比　較
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なお、町内の患者の占める割合は、入院において２０，２０４人、５

６．７％（前年度比１，０５３人増、５．５％増）、外来では４０，１３

７人、７４．９％（前年度比４，０６８人減、９．２％減）であった。

病床稼働率は、年平均８０．６％で、前年度比７．２ポイント増とな

っている。

イ 収益的収入及び支出

入院収益は８５９，４８３千円（前年度比８１，６９５千円増、１０．

５％増）、外来収益は７１３，６２５千円（前年度比５２，４４９千円減、

６．８％減）、医業収益計は 1，７９１，７７６千円（前年度比３２，３

７６千円増、１．８％増）となった。

医業外収益については、２１１，６７０千円（前年度比５４,５１８千

円減、２０．５％減）で、そのうち、補助金、負担金及び交付金が１７

０，５５８千円を占めている。この結果、病院事業収益は２，００３，

４４６千円となり、前年度と比較して２２，１４２千円（１．１％）の

減少となった。

病院事業費用においては、医業費用２，０５２，６４９千円（前年度

比１７，２４３千円増、０．８％増）、医業外費用は７９，７４８千円（前

年度比６，９２２千円増、９．５％増）、病院事業費用で２，１３２，３

９７千円、前年度と比較して２４，１６５千円（１．１％）の増加とな

った。

これにより１２８，９５１千円（前年度８２，６４４千円の純損失）

の当年度純損失を計上したため、前年度繰越欠損金等と合わせて、未処

理欠損金１，０２８，１４２千円を翌年度に繰り越した。

○事業収益・費用に関する事項

B/A C/B C/A
千円 千円 千円 ％ ％ ％

1,960,563 2,025,588 2,003,446 103.3 98.9 102.2 
1,756,758 1,759,401 1,791,776 100.2 101.8 102.0 

203,805 266,187 211,670 130.6 79.5 103.9 
0 0 0 － － －

B/A C/B C/A
千円 千円 千円 ％ ％ ％

2,124,090 2,108,231 2,132,397 99.3 101.1 100.4 
2,028,680 2,035,405 2,052,649 100.3 100.8 101.2 

95,313 72,826 79,748 76.4 109.5 83.7 
97 0 0 0.0 － 0.0 
0 0 0 － － －

1,124,686 1,142,470 1,198,997 101.6 104.9 106.6 

△ 163,527 △ 82,644 △ 128,951

（単位:千円）
　　　　年度　 平成26年度

Ａ
平成27年度

Ｂ
平成28年度

Ｃ
比　　　　　　　較

項目　　　　　　　　　　

病院事業収益

医 業 収 益
医 業 外 収 益
特 別 利 益

　　　　年度　 平成26年度
Ａ

平成27年度
Ｂ

平成28年度
Ｃ

比　　　　　　　較
項目　　　　　　　　　　

病院事業費用

医 業 費 用
医 業 外 費 用
特 別 損 失
予 備 費
うち給与費（再掲）

当 年 度 損 益
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ウ 資本的収入及び支出

資本的収入においては、企業債６１，０００千円、出資金８８，６１

９千円、他会計補助金２，７００千円、他会計負担金１０５，９６７千

円の計２５８，２８６千円となった。

資本的支出については、資産購入費５９，１４０千円、その他建設改

良費１２，０９６千円、企業債償還金２０２，３０６千円の計２７３，

５４２千円となった。

当年度の資産購入の主なものは、３次元眼底像撮影装置１３，６０８

千円、白内障手術装置１２，０９６千円などで計５９，１４０千円の購

入となった。

なお、本年度末の企業債未償還金残高は１，１４９，０６８千円とな

っている。

エ 従事職員体制

診療体制については、前記総括事項で述べた診療科目に常勤医師８人

(前年度比１人減)であった。看護部門においては、看護師６８人（前年

度比看護師４人増、保健師同数、准看護師同数）、介護福祉士３人（前年

度比１人増）であった。

技術部門においては薬剤師５人、放射線技師３人、検査技師３人、理学

療法士４人、作業療法士３人、言語聴覚士１人、管理栄養士２人の計２

１人（前年度比２人増）で、事務部門においては９人（前年度比１人減）

で、総数１０９人（前年度比５人増）で診療等を行った。

国保病院事業における経営分析結果の比率と年度間推移は、次表のと

おりである。

○従事職員の推移

　　　　 年度
職種

Ｈ２５
(人）

Ｈ２６
(人）

Ｈ２７
(人）

Ｈ２８
(人）

比較増減
H28-H27

医 師 10 9 9 8 △ 1

看 護 部 門 50 57 66 71 5

技 術 部 門 18 18 19 21 2

事 務 部 門 10 10 10 9 △ 1

合 計 88 94 104 109 5

各年年度末
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○経営分析結果の比率調

○経費の前年度対比

経常収支比率 （％） 97.9 92.3 96.1 94.0 

医業収支比率 （％） 94.9 86.6 86.4 87.3 

流動比率 （％） 421.4 118.8 111.0 104.8 

医師１人１日当たりの診療収入 （円）565,709 524,871 481,254 486,729 

看護師１人１日当たりの診療収入 （円）85,841 77,188 65,836 68,578 

入院患者１人１日当たりの診療収入 （円）24,095 24,172 23,935 24,133 

外来患者１人１日当たりの診療収入 （円）11,954 12,337 12,967 13,316 

医師１人１日当たりの患者数 （人） 35.0 32.0 28.5 27.6 

看護師１人１日当たりの患者数 （人） 5.3 4.7 3.9 3.9 

病床稼働率 （％） 81.6 73.0 73.4 80.6 

外来対入院患者比率 （％） 189.2 190.4 181.8 150.5 

職員給与費対医業収益比率 （％） 48.0 51.3 54.9 56.4 

薬品費対医業収益比率 （％） 25.4 24.8 24.9 22.4 

    　　　　                 年度
項目

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 備　考

高い程よい

数値は関連さ
せて検討する
必要あり

高い程よい

小さい程よい

（単位:円）

246,587,174 240,902,213 △ 5,684,961 △ 2.3

厚 生 福 利 費 1,963,435 2,073,048 109,613 5.6

旅 費 交 通 費 5,002,405 4,513,959 △ 488,446 △ 9.8

職 員 被 服 費 379,180 759,605 380,425 100.3

消 耗 品 費 14,209,981 12,689,145 △ 1,520,836 △ 10.7

消 耗 備 品 費 2,242,271 351,071 △ 1,891,200 △ 84.3

光 熱 水 費 33,165,530 31,892,410 △ 1,273,120 △ 3.8

燃 料 費 10,057,570 9,313,961 △ 743,609 △ 7.4

食 糧 費 373,524 369,709 △ 3,815 △ 1.0

印 刷 製 本 費 1,145,600 609,800 △ 535,800 △ 46.8

修 繕 費 7,502,488 8,993,535 1,491,047 19.9

保 険 料 2,667,813 2,805,953 138,140 5.2

賃 借 料 21,053,737 22,186,722 1,132,985 5.4

通 信 運 搬 費 1,878,845 2,010,913 132,068 7.0

委 託 料 136,526,781 135,103,552 △ 1,423,229 △ 1.0

諸 会 費 3,028,763 3,361,670 332,907 11.0

交 際 費 453,770 406,217 △ 47,553 △ 10.5

雑 費 4,935,481 3,460,943 △ 1,474,538 △ 29.9

　　　　　　　年度
項目

平成27年度 平成28年度 比較増減
増減率
（％）

経　　　　　　　費

内訳
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○補助金、負担金の状況

オ 補助金、負担金

補助金においては、３条予算に係る医業外収益として、１４，２２４

千円の交付を受け、病院事業収益全体に占める割合は、０．７％であっ

た。

３条予算に係る負担金については、地方公営企業法第１７条の２（経

費の負担の原則）に基づいて、基準内繰入金として２７９，２３８千円

を繰り入れ、うち、医業収益として１２２，９０４千円、医業外収益と

して１５６，３３４千円を受けている。病院事業収益全体に占める割合

は１３．９％であった。

４条予算に係る補助金としては、経営合理化のために要した費用、２，

７００千円の交付を受けた。

なお、３条予算に係る補助金・負担金の状況は、上表のとおりである。

（単位:千円）

医業
収益

122,904 0 0.0

14,053 14,224 171 1.2

一般会計補助金 0 0 0 －

病院群輪番制補助金 1,585

休日診療運営費補助金 613

受入困難補助金 215

国保特別調整交付金
（直診保健事業）

6,000

へき地医療 0

国保特別調整交付金
（医師・看護師確保対策）

1,000

国保特別調整交付金
（救急患者受入体制支援事業）

3,020

医師臨床研修費補助金 0

医療・介護福祉連携推進事業助

成金
71

介護予防事業委託金 1,720

204,983 156,334 △ 48,649 △ 23.7

一般会計負担金 204,983 156,334 △ 48,649 △ 23.7

老健施設会計負担金 0 0 0 －

訪問看護会計負担金 0 0 0 －

341,940 293,462 △ 48,478 △ 14.2

41,226 △ 32,704 △ 79.3

1,226 2,700 直営診療施設整備事業(医療機器） 1,474 120.2

40,000 0 直営診療施設特別事業(医療機器） △ 40,000 皆減

0 5,822 みやぎ環境交付金 5,822 皆増

25,497 74,648 292.8

66,723 41,944 62.9

408,663 402,129 △ 6,534 △ 1.6

　　　　　　　　　年度
項目

平成27年度 平成28年度 比較増減
増減率
（％）

○収益的収入

一般会計負担金 122,904 救急医療及び保健衛生行政

医
業
外
収
益

補助金

その他の補助金 14,053 14,224 171 1.2

負担金交付金

小　　　計

○資本的収入

他会計補助金

8,522 国保特別調整交付金

他会計負担金 100,145

小　　　計 108,667

合　　　計
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カ 棚卸し状況

貯蔵品については、平成２５年度に更新したＳＰＤ（医薬品・診療材

料等在庫管理システム）により、不動在庫を早期に把握し、医薬品、診

療材料等の適正な在庫管理を行い、購入額減少により経費削減が図られ

た。

キ 備品（医療機器等）の管理状況

各種医療用機器は、適切な保守点検によって管理運用がされ、車両と

共に減価償却において定額法に従って整理の上、処理されている。

なお、本年度の新規備品としては、前述ウで記載のとおり新たに５９，

１４０千円相当が固定資産として購入された。

（意 見）

平成２８年度の業務量は、年間延べ入院患者数が３５，６１４人（１日平

均９７．５人となり予定量より７．５人減）であるが、対前年度比３，１１

８人、９．６％の増加である。また、年間外来延べ患者数は５３，５９０人

（１日平均２２０．５人となり予定量より４９．５人の減）であり、対前年

度比５，４８７人、９．３％の減少である。入院収益は８５９，４８３千円

で、対前年度比８１，６９５千円、１０．５％の増加、外来収益は７１３，

６２５千円で、対前年度比５２，４４９千円、６．８％の減少であり、医業

収益合計で３２，３７６千円、１．８％の増加となり、その結果収益的収入

は、対前年度比２２，１４２千円、１．１％の減少で、収益的支出は、対前

年度比２４，１６５千円、１．１％の増加となり、収支において当年度純損

失１２８，９５１千円の赤字計上となった。

気づいた点を以下に述べる。

① 病院新改革プラン平成２８年度の収支計画数値と今年度決算数値で、

当年度純損益において計画値が未達成であり甚だ遺憾である。今後は改

革プランの完全実施と計画達成のための努力を強く望む。

② 業務量においては、診療科によって患者数の回復基調が見られるが、

（単位：円）

項　　　　　　目 金　　　　額

平成 ２ ８ 年４ 月 １ 日期 首 在 庫 額 14,896,340 

年 度 内 購 入 額 450,366,252 

年 度 内 費 用 額 453,530,820 

年 度 内 資 産 減 耗 額 776,063 

平成２９年３月３１日期末在庫額 10,955,709 
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内科の外来減少は薬の長期処方投与の影響が大きいと思われるので、患

者数確保のための具体策を検討されたい。また、整形外科における患者

数の減少は入院、外来ともに平成２４年度と比較すると約２分の１程度

に減少しているし、眼科においても週２回の非常勤医師による診療患者

数と常勤医師による診療患者数が同数程度であることは、ともに問題で

あると言わざるを得ない。適正な患者数の確保のために院内における十

分な検討を望む。

③ 救急患者の受入数の減少に歯止めが掛かっていない。受入体制に大き

な変わりがないにも関わらず、減少が続くことの検証が必要と思われる

ので検討を望む。

④ 地域包括ケア病床を９床開設したことが、入院患者数の改善に寄与し

病床稼働率アップにつながったことは好評価したい。急性期や専門医療

を終了した患者に対して安全な在宅生活等への復帰を目指すためや、入

院及び外来リハビリテーション充実等の対応強化につながると思われる

し、病床稼働率アップにもつながると思われるので更なる努力を望む。

⑤ 資産購入（備品購入）においては５９，１４０千円のうち、眼科用機

材が５４，２５９千円を占めている。このことは眼科の患者増と収益増

加につながることと思われるのでその実現を強く望む。

⑥ 他医療機関や福祉施設との連携強化については、かつてないほどに深

まってきていることが伺えたが更なる努力を望む。

⑦ 一般会計からの繰り入れについて、平成２９年４月３日付け総務省通

知「平成２９年度の地方公営企業操出金について」によれば、その第５

の１病院の建設改良に要する経費(２)操出基準に建設改良費及び企業債

元利償還金の２分の１（ただし平成１４年度までに着手した事業に掛か

る償還金は３分の２）を基準にするとあるが、当町においては３分の３

になっているが当会計の現状からすればやむを得ないと考えるが、基準

以上の繰り入れについては、当然事務レベルでの折衝の後、高度な政治

判断による処置と思われるが、事務レベル、政治レベルともにその経過

の記録を残すべきと思う。過年度の決定経過を聴く範囲では、前例に従

って確定されたのではと伺われるので、会計独立の原則、単年度決算制

度の中では毎年度各々の会計の状況を勘案して他会計の負担割合が決定

されるべきで、その折衝経過は明確にするため記録を残すべきであるの

で検討の上改善されたい。
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（３）老人保健施設事業会計

○総括事項

本年度の業務予定量を１日平均入所者７９人（前年度同数）、通所者に

ついては、介護給付３０人（前年度比２人増）及び新予防給付１２人（前

年度比１人増）の計４２人（前年度比３人増）、入所３６５日、通所３１

２日として事業運営を予定とした。

ア 利用者の動向

入所利用者数は、年間延べ２８，６７６人（前年度比２２０人減、０．

８％減）、１日平均７８．６人（前年度比０．４人減）で、業務予定量を

０．４人下回る実績となった。

通所利用者は、年間延べ１０，９１６人（前年度比２６８人減、２．

４％減）、１日平均３５．０人（前年度比０．７人減）で、業務の予定量

を７．０人下回る実績となった。

なお、町内の入所者は、２２，１５２人で全体の７７．２％を占め、

通所者は８，６３３人、７９．１％であった。

入所者定員利用率は９８．２％で、前年度より０．５ポイントの減と

なった。これら年間利用者の数値は、次表のとおりである。

○年間利用者数

イ 収益的収入及び支出

老健事業収益については、入所収益３５６，５１９千円、通所収益１１

２，３９６千円、その他事業収益及び事業外収益等１７，３４１千円、計

４８６，２５６千円（前年度比４,７２２千円減、１．０％減）で、老健事

　　

28,676 22,152 77.2 

28,896 21,125 73.1 

増　減 △ 220 1,027

増加率(%) △ 0.8 4.9

10,916 8,633 79.1 

11,184 8,766 78.4 

増　減 △ 268 △ 133

増加率(%) △ 2.4 △ 1.5

39,592 30,785 77.8 

40,080 29,891 74.6 

増　減 △ 488 894

増加率(%) △ 1.2 3.0

（単位：人）

　　　　　　　　　　項目
年度

年間利用者数 町内利用者数
町内利用者の
占める割合(%)

入所

平成２８年度

平成２７年度

比　較

通所

平成２８年度

平成２７年度

比　較

合計

平成２８年度

平成２７年度

比　較
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業費用においては、事業費用４８８，３０８千円、事業外費用１１，０９

５千円、計４９９，４０３千円（前年度比１１，４３６千円増、２．３％

増）となり、収支で１３，１４７千円の純損失（前年度３，０１１千円の

純利益）の計上となった。

この結果、新地方公営企業会計基準移行に伴う変動額△５１，１７６千

円及び前年度繰越欠損金と合わせて、当年度未処理欠損金は１３８，０５

８千円を翌年度に繰り越した。

○事業収益・費用に関する事項

ウ 資本的収入及び支出

資本的支出においては、資産購入費２，７７２千円及び企業債償還金

２５，３００千円の計２８，０７２千円となり、不足額２８，０７２千円

については、過年度分損益勘定留保資金で補てんした。

エ 従事職員体制

職員体制については、専任として看護師１０人、准看護師３人、理学

療法士１人、作業療法士３人、管理栄養士１人、介護福祉士１０人、事

務職２人の計３０人で、その他嘱託及び臨時職員を含め６７人で業務に

当たった。

これらに伴う事業の経営分析結果の前年度比較状況は、次表のとおり

である。

B/A C/B C/A

千円 千円 千円 ％ ％ ％

494,758 490,978 486,256 99.2 99.0 98.3 

482,000 476,250 471,568 98.8 99.0 97.8 

12,758 14,728 14,688 115.4 99.7 115.1 

0 0 0 － － －

B/A C/B C/A

千円 千円 千円 ％ ％ ％

483,996 487,967 499,403 100.8 102.3 103.2 

470,882 475,838 488,308 101.1 102.6 103.7 

13,114 12,129 11,095 92.5 91.5 84.6 

0 0 0 － － －

313,373 319,031 331,880 101.8 104.0 105.9 

10,762 3,011 △ 13,147

（単位：千円）

　　　　年度　 平成26年度
Ａ

平成27年度
Ｂ

平成28年度
Ｃ

比　　　　　　　較

項目　　　　　　　　　　

老健事業収益

事 業 収 益

事 業 外 収 益

特 別 利 益

　　　　年度　 平成26年度
Ａ

平成27年度
Ｂ

平成28年度
Ｃ

比　　　　　　　較

項目　　　　　　　　　　

老健事業費用

事 業 費 用

事 業 外 費 用

特 別 損 失

うち給与費（再掲）

当 年 度 損 益
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○経営分析

○経費の前年度対比

経費総額は８９，６７５千円（前年度９１，１８０千円）で、光熱水

費、修繕費の減額があり、前年度比１，５０４千円、１．６％減となっ

た。総事業費に占める割合は、１８．０％（前年度１８．７％）で、０．

７ポイントの減となった。

なお、経費内訳の前年度対比は、上表のとおりである。

経常収支比率 （％） 102.5 102.2 100.6 97.4 

事業収支比率 （％） 106.1 102.4 100.1 96.6 

流動比率 （％）1117.8 332.8 285.9 242.6 

入所１人当たり平均単価 （円）12,337 12,585 12,465 12,433 

通所１人当たり平均単価 （円）10,310 10,233 10,146 10,296 

看護師・介護員１人１日当たり入所介護収入 （円）39,277 41,331 41,004 36,972 

看護師・介護員１人１日当たり通所介護収入 （円）36,923 35,596 34,385 34,895 

看護師・介護員１人１日当たり入所者数 （人） 3.2 3.3 3.3 3.0 

看護師・介護員１人１日当たり通所者数 （人） 3.6 3.5 3.4 3.4 

ベット利用率 （％） 99.1 98.5 98.7 98.2 高い程よい

職員給与費対事業収益比率 （％） 52.6 53.7 58.1 61.1 

介護用品（医薬品・医療用消耗品・お
むつ代）対事業収益比率

（％） 2.7 2.7 2.6 2.7 

    　　　　　　　                  年度
項目

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 備　考

高い程よい

数値は関連
させて検討
する必要あ
り

小さい程よ
い

（単位:円）

91,179,663 89,675,274 △ 1,504,389 △ 1.6

厚 生 福 利 費 615,206 645,715 30,509 5.0

報 償 費 0 30,000 30,000 皆増

職 員 被 服 費 322,809 582,498 259,689 80.4

消 耗 品 費 3,352,663 3,638,940 286,277 8.5

消 耗 備 品 費 94,392 108,942 14,550 15.4

光 熱 水 費 12,823,634 11,744,837 △ 1,078,797 △ 8.4

燃 料 費 9,165,786 8,790,070 △ 375,716 △ 4.1

食 料 費 0 0 0 -

印 刷 製 本 費 32,940 54,000 21,060 63.9

修 繕 費 7,575,380 2,735,794 △ 4,839,586 △ 63.9

保 険 料 763,729 797,919 34,190 4.5

賃 借 料 11,684,803 11,219,444 △ 465,359 △ 4.0

通 信 運 搬 費 593,288 575,611 △ 17,677 △ 3.0

委 託 料 42,454,739 46,142,638 3,687,899 8.7

諸 会 費 150,000 246,000 96,000 64.0

雑 費 1,550,294 2,362,866 812,572 52.4

　　　　　　　 年度
項目

平成27年度 平成28年度 比較増減
増減率
（％）

経　　　　　　　費

内訳
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（意 見）

平成２８年度の業務量は、入所２８，６７６人（前年度比２２０人、０．８％

減）、通所１０，９１６人（前年度対比２６８人、２．４％減）で、合計３９，

５９２人（対前年度比４８８人、１．２％減）となった。

収益的収支においては、事業収益４８６，２５６千円、事業費用４９９，４

０３千円となり、当年度純損失１３，１４７千円であった。

気づいた点を以下に述べる。

① 当年度純損失１３，１４７千円の計上は、昨年度の好決算からすると予

想だにしない数値である。その要因としては、感染対策のための利用制限

による利用率の低下と人事異動による人件費の増大等が考えられる。来年

度はこれら諸事情を乗り越え、利用者の増加を図るための諸施策を講じら

れることを望む。

② 他課で行われている地域の健康教室等に職員が参加しているが、地域の

実情把握と施設のＰＲにつながると思われるので、今後も積極的に参加す

ることを望む。

③ 施設の事業内容は、利用者とその家族からは好評価を受けていると判断

されるので、今後も事業内容充実に努力されることを望む。
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（４）訪問看護ステーション事業会計

○総括事項

業務予定量は、１日平均利用者数を３３人（前年度比２人増）とし、平日

２４３日に加え、１０月１日から利用者のサービス選択の幅を広げるため、

土曜２４日の営業を加え年間２６７日の訪問看護を予定とした。

また、２４時間緊急連絡体制を継続して実施し、利用者ニーズに応えた。

ア 利用者の動向

訪問看護は、年間延べ３，３３０人（平日３，３００人、土曜３０人、

前年度比１４２人増、４．５％増）１日平均１２．５人（平日１３．６

人、土曜１．３人、前年度比０．６人減、４．６％減）で、訪問リハビ

リについては、年間延べ３，６２７人（前年度比５人減、０．１％減）、

１日平均１４．９人（前年度同数）で、合計延べ６，９５７人、１日平

均２７．４人と業務予定量を５．６人下回った。

○訪問看護ステーション保険別利用内容状況

イ 収益的収入及び支出

収益的収入においては、事業収益及び事業外収益で５８，１７４千円（前

年度５６，０８３千円）、収益的支出については事業費用５５，３２５千

円（前年度５４，４５５千円）で、当年度純利益２，８４９千円（前年度

純利益１，６２８千円）の計上となった。

また、総事業費用５５，３２５千円のうち、主たる費用は給与費５０，

０９５千円（前年度５０，０３３千円）で費用全体の９０．５％（前年度

９１．９％）を占めている。

その結果、前年度繰越利益剰余金３６，９９５千円と合わせて未処分利

益剰余金は、３９，８４５千円となり翌年度へ繰り越した。

平成27年度 平成28年度 増　　減 増減率(%)

訪　問　看　護 2,364 2,337 △ 27 △ 1.1

リ　ハ　ビ　リ 2,755 2,699 △ 56 △ 2.0

訪　問　看　護 824 993 169 20.5

リ　ハ　ビ　リ 877 928 51 5.8

3,188 3,330 142 4.5

3,632 3,627 △ 5 △ 0.1

6,820 6,957 137 2.0

（単位：人）

保　　険　　別
訪 問 延 人 数 対前年度比較

介護保険

医療保険

訪　　問　　看　　護

リ　　ハ　　ビ　　リ

合　　　　計
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○事業収益・費用に関する事項

ウ 従事職員体制

従事職員は、看護師３人、理学療法士２人、作業療法士１人の６人、

その他嘱託看護職員 1人、嘱託事務職員１人で業務に従事した。

これに伴う事業の経営分析結果の前年度対比は、次表のとおりである。

○経営分析

（意 見）

平成２８年度の業務量は、訪問看護、訪問リハビリ合わせて６，９５７人で、

１日平均２７．４人となり業務予定量より５．６人下回った。

収益的収支においては、事業収益５８，１７４千円、事業費用５５，３２５

千円で、当年度純利益２，８４９千円となった。

気づいた点を以下に述べる。

① 会計は健全であり、利用者からも好評価を得ているので多様化する利用

者ニーズに対応できるように更に事業充実の努力を望む。

② ＰＲ不足が感じられるので情報発信に工夫と努力を望む。

B/A C/B C/A
千円 千円 千円 ％ ％ ％

59,894 56,083 58,174 93.6 103.7 97.1 

60,350 55,948 57,802 92.7 103.3 95.8 

104 135 372 129.8 275.6 357.7 

0 0 0 － － －

B/A C/B C/A
千円 千円 千円 ％ ％ ％

56,554 54,455 55,325 96.3 101.6 97.8 

56,554 54,455 55,325 96.3 101.6 97.8 

0 0 0 － － －

0 0 0 － － －

51,302 50,033 50,095 97.5 100.1 97.6 

3,899 1,628 2,849

（単位：千円）

　　　　年度　 平成26年度
Ａ

平成27年度
Ｂ

平成28年度
Ｃ

比　　　　　　　較

項目　　　　　　　　　　

訪問看護事業収益

事 業 収 益

事 業 外 収 益

特 別 利 益

　　　　年度　 平成26年度
Ａ

平成27年度
Ｂ

平成28年度
Ｃ

比　　　　　　　較

項目　　　　　　　　　　

訪問看護事業費用

事 業 費 用

事 業 外 費 用

特 別 損 失

うち給与費（再掲）

当 年 度 損 益

経常収支比率 （％） 116.3 106.9 103.0 105.2 

事業収支比率 （％） 116.0 106.7 102.7 104.5 

流動比率 （％） 26,074.1 3,422.5 3,184.1 3,282.0 

職員１人１日当たり事業収入 （円） 34,975 35,334 32,756 33,981 

利用者１人１日当たり事業収入 （円） 8,768 8,729 8,204 8,308 

看護職員１人１日当たり利用者数 （人） 3.4 3.4 3.3 3.4 

リハ職員１人１日当たり利用者数 （人） 4.8 5.0 5.0 5.0 

    　　　　　　　           年度
項目

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 備　考

高い程よい


